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八ッ場ダム予定地の用地取得面積・戸数と移転戸数

　平成24年12月末現在

取得面積
及び戸数

未取得面積
及び残存戸数

進捗率

用地 441ha 395ha 46ha 89.6%

町内移転済み 144世帯 (内代替地70世帯)

町外移転済み 248世帯

用地 318ha

町内移転済み 101世帯 (内代替地43世帯)

町外移転済み 217世帯

用地 15ha 15ha 0ha 98.7%

町内移転済み 43世帯

町外移転済み ４世帯

用地 456ha 410ha 46ha 89.9%

補償 470世帯 449世帯 21世帯 95.5%

代替地分譲面積状況

平成24年12月末現在

整備予定面積　※1 分譲済面積　※2

（平成17年度時点）

約　6.2 ha 約　2.9 ha

約　9.9 ha 約　3.7 ha

約　3.4 ha 約　1.1 ha

約　7.7 ha 約　1.9 ha

約　7.0 ha 約　4.6 ha

約　34.2 ha 約　14.2 ha

※1　整備予定面積は、国が平成17年度に実施した「八ッ場ダム建設事業に係る補足意向調査」で

確認した宅地等の希望面積の他に、水特事業等による公共施設等の分譲予定面積を含むもので、

今後の分譲希望者の意向等によって変わり得る。

※2　分譲済面積とは、一般家屋等の分譲地の売り払いが完了した面積である。

※3　四捨五入の関係で、合計と一致しない場合がある。

横壁地区

林地区

長野原地区

地区名

５地区合計

全体

* 取得面積及び戸数は、補償契約済みの件数である。

川原畑地区

川原湯地区

東吾妻町
補償 48世帯 47世帯 1世帯 97.9%

水没地
の

状況 補償 340世帯 327世帯 13世帯 96.2%

全体面積及び戸数 備考

長野原町

用地441haに国有林が含まれる。買収395haには
打越地区の国有林買収が含まれる.

補償 422世帯 402世帯 20世帯 95.3%
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